	2008.6.16の映像メディア論へのご質問におこたえして


1. アメリカ映画などで日本人俳優が日本を描いて間違っていることをなぜ指摘しないで撮ってきてしまうのでしょうか？作品の内容にもよるだろうが、その場で訂正を求めれば正確に日本のことが伝わるのではないか？ 

　ハリウッド映画の中の日本人像がおかしいにも関わらず、その俳優たちからの訂正がなされない原因には、
①映画の中で日本人の役を演じている人は、必ずしも日本人ではない。中国系やベトナム系など、日本のことを知らない人が、日本人の役をやっている場合が多いので、そのような間違いを指摘できない。

②日系人でも、アメリカで生まれ育った人は、日本のことを知らないし、アイディンティティとしても米国人であって、たとえ日本人を悪し様に描いていたとしても、それを自分が正すべき立場にあるという自覚がない。

③日本のことを正しく理解している日本人、日系人が、そのような立場に置かれた場合は、内心、辛いところがあるらしい。しかし、自分が俳優として雇われている立場である以上、そのようなクレームがつけにくいことが多いし、抗議をしたところで、アメリカ側製作者から顧慮されないことが多い。また、間違いに気がついていても、自分でそれを面白がってしまう人もいるかもしれない（『007は二度死ぬ』の丹波哲郎など、そんな感じに見える）。

　などのことが、理由としてあげられると思います。ご指摘の問題は③だと思いますが、俳優という立場からの声に耳を傾けるプロデューサーというのは、そんなに多くはないでしょう。そのような抗議をしたらクビになるという契約もあるのだと思います。太平洋戦争勃発時、日本による真珠湾奇襲攻撃を描いた映画『パールハーバー』に山本五十六役で出演した俳優のマコ氏は、「映画の中の日本軍の描き方に強く抗議したが聞き入れられなかった。この映画の時代考証担当として撮影に参加した日本人は若い女性で、彼女はまったく戦時の日本のことを理解していなかった。自分がこんな映画に出たことは憤懣やるかたない」というような主旨のことを新聞（下記）に語っています。ハリウッド映画は、要するにアメリカの観客に受け入れられれば、それで良しという価値観であって、自分たちの思いこみ通りの日本人像しか描き得ないということでしょう。このようなことは、ハリウッド映画で日本人を演じる日本人・日系人俳優に限らず、第２次大戦後のドイツ系アメリカ人、現在のアラブ系アメリカ人なども、それぞれハリウッド映画のなかで、アメリカの「敵役」を演じることに強い抵抗感を持ち、苦悩しているようです。以下の図書を参考にして下さい。

　　参考図書　『イエロー・フェイス―ハリウッド映画にみるアジア人の肖像』 朝日選書　村上由見子 著　￥1,400

　下記の新聞記事もわかりやすい記事なので、興味があれば、図書館でバックナンバー（縮刷版）をご覧下さい。
　　参考記事　朝日新聞2002年１月１日　アメリカアメリカ１　定番の「敵役」作ってきた

　また、以下のＷＥＢサイトも、映画の中のヘンな日本人像を列挙していて、たいへん面白いです。
　　参考サイト　「洋画・洋楽の中の変な日本・がんばる日本」　http://www.yunioshi.com/
　なお、近年では、アメリカ映画の製作者が、日本人へのリスぺクトを持って正確な考証をしようとする努力も幾つかの作品に観られます。描写が正しいか間違っているかということよりも、描こうとする国民性に対しての尊敬の念があるか（あるいは侮蔑の気持ちがあるのか）ということが、観客のこちら側にも伝わってくるわけですよね。
2. 「インド人もびっくり！」というCMなどが印象に残りましたが、あれはサブリミナルとかいうものですか？
　サブリミナルとは、通常の人間の視認能力では認知できないような、瞬間的な映像を、映画の上映中に巧みに潜ませ（例えば、映画フィルムの１コマにだけ挿入するなど）、観客が自分では自覚しないままに、その潜在意識に、ある商品への好感や要求を潜り込ませることができると言われる映像技術のことです。例えば、ある映画の上映中に、コカコーラの瓶のシルエットを潜ませて上映したところ、上映後に劇場のコーラの売り上げが伸びた、などとされる話しがありますが、その実験については議論（疑問）の余地が多いとされており、必ずしも定説になっていません。「インド人もびっくり」のＣＭはインパクトが強くて印象的ですが、あれは別に“サブリミナル”というものではないです。
3. 戦後アメリカ文化がはいってきて、日本のCMに変化はあるのだろうか？

　戦前は日本では（世界的にも）テレビの実用放送はされてなかったので、戦前のテレビＣＭというものも存在しませんが、テレビ以外の媒体（新聞広告など）における宣伝は、戦前と戦後では、もちろん劇的に変化しました。

4. 昔の車のCMは車のスピード違反を助長するのではないか？現在でもこういうCMは作られているのでしょうか？今も昔も車のCMは洋楽ですが、なぜでしょうか？

　スピードへの憧れが強かった昔は、その点を強調して売っていたわけだし、逆にいえば、昔の車は本当のところ、たいしたスピードは出せなかったから宣伝していたとも言えます。私の体験的実感ですが、昔の車は130キロなど出そうものなら、ハンドルも車体もビリビリと振動してしまい怖かったものです。今の車はその程度の速度は快適に出ますが、現実生活で出せるスピードに限界がある以上、最高速度を競って車が売れる時代ではないですね。燃費や使いやすさの方が大切でしょう。車のＣＭは洋楽が多いですか？まぁその方がイメージに合うということでしょうね。
